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〔 研 究 報 告 要 旨 〕  

 

本 研 究 は 、 思 春 期 特 発 性 側 弯 症 （ A I S ） に 対 す る 矯 正 固 定 術 後 の ⽮ 状 ⾯ ア ラ イ
メ ン ト 変 化 、 特 に 頚 椎 ア ラ イ メ ン ト に 着 ⽬ し 、 術 後 ⻑ 期 に お け る 推 移 と 臨 床 的
意 義 を 明 ら か に す る こ と を ⽬ 的 と し た 。 対 象 は L e n k e  Ty p e  1 、 2 、 5 、 6 に 分
類 さ れ た A I S 患 者 お よ び 、 成 ⼈ 期 に ⼿ 術 を 受 け た A d I S （ a d u l t  i d i o p a t h i c  
s c o l i o s i s ） 患 者 の 合 計 3 9 4 例 で あ る 。 全 例 に 対 し 後 ⽅ 矯 正 固 定 術 を 施 ⾏ し 、
術 前 お よ び 術 後 1 週 ・ 2 年 ・ 5 年 の ⽴ 位 全 脊 柱 X 線 像 を ⽤ い て ⽮ 状 ⾯ パ ラメ ー
タ （ C 2 - 7 ⾓ 、 T 1  s l o p e 、 T K 、 L L 、 P I 等 ） を 解 析 し た 。  

結 果 、 い ず れ の L e n k e タ イ プ に お い て も 、 胸 椎 後 弯 の 再 建 が T 1  s l o p e の 増
加 を 介 して 頚 椎 前 弯 の 回 復 に 寄 与 して い た 。 特 に T 1  s l o p e が 術 後 1 5 度 以 上
獲 得 さ れ た 症 例 で は 、 C 2 - 7 ⾓ の 正 常 化 率 が 有 意 に ⾼ か っ た 。 L e n k e  Ty p e  2
で は 近 位 胸 椎 後 弯 （ P T K ） の 再 建 が T 1  s l o p e 増 加 と 連 動 し 、 Ty p e  5 で は P I
の 低 い 症 例 で P J K お よ び 頚 椎 後 弯 が 多 く 、 Ty p e  6 で は 胸 椎 後 弯 不 ⾜ に よ る 頚
椎 後 弯 持 続 が 確 認 さ れ た 。 A d I S 症 例 で は 、 若 年 A I S 群 と ⽐ 較 して 頚 椎 前 弯 の
回 復 が 不 良 で あ り 、 柔 軟 性 や 構 造 的 変 性 が 影 響 して い た 。  

ま た 、 術 後 の T 1  s l o p e 増 加 量 と C 2 - 7 ⾓ の 回 復 度 に は 強 い 相 関 が 認 め ら れ 、
T 1  s l o p e が 頚 椎 ア ラ イ メ ン ト 再 建 の 鍵 と な る こ と が 明 ら か と な っ た 。 さ ら に 、
胸 椎 後 弯 再 建 が 不 ⼗ 分 な 症 例 で は 、 術 後 も 頚 椎 後 弯 が 持 続 す る 傾 向 が 強 く 、 術
前 か ら の 戦 略 的 介 ⼊ の 重 要 性 が ⽰ 唆 さ れ た 。  

以 上 よ り 、 A I S に 対 す る 矯 正 術 で は 冠 状 ⾯ だ け で な く ⽮ 状 ⾯ 、 特 に T 1  s l o p e
と 胸 椎 後 弯 の 管 理 が 頚 椎 健 康 維 持 に 不 可 ⽋ で あ る 。 A I S ⼿ 術 は 単 な る 形 態 矯 正
で な く 、 ⽣ 涯 に わ た る 脊 柱 バ ラ ン ス を ⾒ 据 え た 全 体 最 適 戦 略 が 求 め ら れ る 。  


